
－ 1 －

シ
ド
ニ
ー
と
メ
ア
リ
・
ロ
ウ
ス
研
究
へ
の
一
視
角
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三
二
歳
に
満
た
な
い
で
オ
ラ
ン
ダ
戦
線
で
戦
死
し
た
シ
ド
ニ
ー
の

人
生
は
周
囲
の
者
た
ち
の
期
待
に
沿
え
な
い
儚
い
も
の
で
あ
っ
た

が
、
し
か
し
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
と
権
力
の
中
枢
に
い
た
廷
臣
た
ち

に
は
、
そ
れ
を
利
用
す
る
企
み
が
存
在
し
た
。
シ
ド
ニ
ー
は
宮
廷
政

治
の
狭
間
に
あ
っ
て
、
高
貴
な
家
柄
に
生
ま
れ
た
が
ゆ
え
に
大
き
な

期
待
を
背
負
わ
さ
れ
、
そ
の
こ
と
を
自
覚
し
な
が
ら
も
自
ら
の
持
っ

て
生
ま
れ
た
資
質
の
た
め
、
そ
し
て
宮
廷
政
治
に
お
い
て
は
、
老
練

の
政
治
家
た
ち
に
よ
っ
て
、
何
ら
か
の
国
事
に
携
わ
る
権
力
を
与
え

ら
れ
ず
、
単
に
宮
廷
の
装
飾
的
花
形
と
し
て
、
い
わ
ば
飼
い
殺
し
に

さ
れ
て
、
政
治
家
・
宮
廷
人
・
外
交
官
・
軍
人
と
し
て
日
の
当
た
る

表
向
き
の
世
界
で
は
、結
局
、周
囲
の
期
待
に
背
く
結
果
と
な
っ
た
。

　

シ
ド
ニ
ー
が
学
ん
だ
シ
ュ
ル
ズ
ベ
リ
の
文
法
学
校
で
は
、
聡
明
な

校
長
ト
マ
ス
・
ア
シ
ュ
ト
ン
の
先
導
に
よ
り
、
宗
教
と
古
典
と
が
重

要
視
さ
れ
、
作
家
で
あ
り
政
治
家
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
〈
行
動
の

人
生
〉
と
〈
観
想
の
人
生
〉
と
を
組
み
合
わ
せ
、
国
家
に
と
っ
て
有

用
の
人
物
に
な
る
こ
と
が
力
説
さ
れ
た
。
宮
廷
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
、

政
治
家
と
し
て
の
〈
行
動
の
人
生
〉
を
ま
っ
と
う
出
来
な
い
と
い
う

苦
悶
の
中
で
、
実
妹
メ
ア
リ
の
嫁
ぎ
先
で
あ
る
ペ
ン
ブ
ル
ッ
ク
伯
爵

家
の
ウ
ィ
ル
ト
ン
屋
敷
で
〈
観
想
の
人
生
〉
を
送
り
な
が
ら
も
、
文

学
と
い
う
虚
構
の
中
に
、
理
想
と
す
る
〈
行
動
の
人
生
〉
を
作
り
出

そ
う
と
し
た
シ
ド
ニ
ー
は
、
目
の
前
の
直
視
し
た
く
な
い
現
実
か
ら

離
れ
て
、
虚
構
の
詩
文
の
中
に
、
自
ら
の
理
想
と
す
る
世
界
を
構
築

す
る
こ
と
を
目
指
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

シ
ド
ニ
ー
は
自
ら
の
政
治
家
と
し
て
の
経
歴
は
失
敗
に
終
わ
っ
た

と
考
え
た
と
察
せ
ら
れ
る
。
高
い
、
高
す
ぎ
る
目
標
を
掲
げ
て
、

職
務
を
果
そ
う
と
野
心
を
燃
や
し
た
が
、
そ
れ
を
達
成
で
き
な
か
っ

た
。
た
だ
、
皮
肉
な
こ
と
に
、
彼
の
戦
死
だ
け
が
彼
が
常
に
抱
き
続

け
た
国
家
に
と
っ
て
有
用
で
あ
り
た
い
と
い
う
有
為
の
志
を
果
す
の

に
一
役
買
う
結
果
と
な
っ
た
。
シ
ド
ニ
ー
の
葬
儀
は
、
そ
の
費
用
の

大
半
は
岳
父
ウ
ォ
ル
シ
ン
ガ
ム
が
立
て
替
え
た
の
だ
が
、
国
葬
と
し

て
国
家
的
統
一
と
国
家
的
企
図
を
明
確
に
表
す
壮
大
な
見
世
物
に
変

貌
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
成
果
は
、
あ
る
意
味
で
、
翌
年
の
ス
ペ

イ
ン
無
敵
艦
隊
撃
破
と
い
う
国
の
命
運
を
左
右
す
る
国
家
的
事
件
と

な
っ
て
、
間
接
的
に
は
結
実
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

シ
ド
ニ
ー
は
エ
リ
ザ
ベ
ス
が
差
配
す
る
ロ
ン
ド
ン
の
宮
廷
と
い
う

中
心
か
ら
、
妹
メ
ア
リ
の
田
舎
屋
敷
が
位
置
す
る
ウ
ィ
ル
ト
ン
へ
と

移
動
し
、
政
治
と
い
う
現
実
か
ら
虚
構
作
品
と
い
う
仮
想
世
界
へ
移

動
し
て
、
脱
宮
廷
を
実
行
し
、〈
瞑
想
の
人
生
〉
を
送
り
な
が
ら
独

創
的
な
作
品
を
産
み
出
し
、
そ
の
中
で
〈
行
動
の
人
生
〉
を
描
出
し

た
。
そ
し
て
、
彼
の
代
表
作
『
ア
ー
ケ
イ
デ
ィ
ア
』
の
舞
台
は
、
奇
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し
く
も
、
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
主
要
な
国
々
か
ら
み
れ
ば
、
ギ
リ

シ
ャ
、
小
ア
ジ
ア
諸
国
と
い
う
周
縁
地
域
に
当
た
る
。

　

女
王
の
不
興
を
買
い
政
治
的
要
職
に
は
就
か
せ
て
も
ら
え
ず
、

い
わ
ば
干
さ
れ
た
生
活
を
強
い
ら
れ
た
こ
と
は
、
国
家
に
と
っ
て
有

用
な
る
者
を
目
指
し
た
シ
ド
ニ
ー
に
と
っ
て
憤
懣
や
る
方
な
か
っ
た

で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
鬱
屈
し
た
状
況
の
な
か
、
シ
ド

ニ
ー
は
妹
ペ
ン
ブ
ル
ッ
ク
伯
令
夫
人
の
ウ
ィ
ル
ト
ン
屋
敷
で
悶
々
と

し
て
、当
初
の
直
線
的
語
り
物
の
散
文
ロ
マ
ン
ス
『
オ
ー
ル
ド
・
ア
ー

ケ
イ
デ
ィ
ア
』
を
、
散
文
で
書
か
れ
て
は
い
る
が
、
主
筋
の
装
飾
的

意
匠
と
し
て
多
数
の
歌
が
織
り
込
ま
れ
、
複
雑
な
構
成
を
備
え
た
、

ホ
メ
ロ
ス
や
ウ
ェ
ル
ギ
リ
ウ
ス
の
叙
事
詩
に
匹
敵
す
る
と
言
っ
て
過

言
で
は
な
い
、
英
雄
叙
事
詩
『
ニ
ュ
ー
・
ア
ー
ケ
イ
デ
ィ
ア
』
へ
と

書
き
直
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
加
え
て
、現
代
の
文
学
批
評
で
し
ば
し
ば
話
題
と
な
る「
語

り
」
と
い
う
観
点
か
ら
も
、『
ニ
ュ
ー
・
ア
ー
ケ
イ
デ
ィ
ア
』
は
画

期
的
な
語
り
の
技
法
を
構
築
し
た
作
品
だ
と
言
え
る
。
こ
の
作
品
で

構
築
さ
れ
た
「
同
心
円
構
造
の
語
り
の
技
法
」
と
「
多
元
構
造
の
語

り
の
技
法
」
は
、
近
現
代
小
説
の
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
の
原
型
で
あ
り
、
そ

れ
を
先
取
り
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。バ
フ
チ
ン
流
に
言
え
ば「
多

声
的
小
説
」
と
も
言
え
る
こ
の
作
品
で
は
、
複
数
の
語
り
が
集
ま
っ

て
大
き
な
枠
組
み
の
物
語
を
形
成
し
て
い
き
、
事
情
が
次
第
に
明
確

に
な
っ
て
い
く
。
一
方
で
、
近
現
代
小
説
の
場
合
に
は
、
小
さ
な
語

り
が
集
ま
っ
て
も
、
所
詮
、
そ
れ
ら
は
ば
ら
ば
ら
な
破
片
に
し
か
過

ぎ
ず
、
明
晰
な
全
体
像
を
結
ば
な
い
こ
と
が
意
図
さ
れ
る
。
語
り
の

技
法
と
い
う
観
点
か
ら
し
て
も
、『
ニ
ュ
ー
・
ア
ー
ケ
イ
デ
ィ
ア
』

は
極
め
て
意
識
的
に
技
巧
を
凝
ら
し
た
も
の
で
、
そ
れ
は
遠
く
現
代

に
ま
で
通
じ
て
い
る
。

　

シ
ド
ニ
ー
の
文
学
的
盟
友
と
さ
れ
る
大
詩
人
ス
ペ
ン
サ
ー
は
、
中

央
政
府
派
遣
の
地
方
役
人
、
書
記
官
と
し
て
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と
い
う

当
時
の
辺
境
に
否
応
な
く
住
み
、
そ
の
土
地
の
豪
族
の
反
抗
で
何
度

も
辛
酸
を
な
め
な
が
ら
、
絶
え
ず
中
央
で
あ
る
ロ
ン
ド
ン
を
、
そ
の

中
心
に
あ
る
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
治
下
の
宮
廷
を
希
求
し
続
け
、
妖
精

女
王
グ
ロ
リ
ア
ナ
に
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
を
擬
し
て
、
飽
く
事
な
く
女

王
賛
歌
を
歌
い
綴
っ
た
。
辺
境
の
地
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
無
秩
序
か
ら

ロ
ン
ド
ン
の
宮
廷
の
秩
序
を
志
向
し
、
安
定
し
た
中
心
を
希
求
す
る

求
心
的
作
品
を
書
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

一
方
、
高
貴
な
家
柄
の
御
曹
司
と
し
て
国
家
に
有
用
な
行
動
の
人

と
し
て
の
将
来
を
期
待
さ
れ
、
政
治
と
文
化
の
中
心
に
い
な
が
ら
、

あ
る
い
は
、
い
る
は
ず
で
あ
る
の
に
、
女
王
か
ら
疎
ま
れ
て
宮
廷
か

ら
遠
ざ
か
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
シ
ド
ニ
ー
は
、
ス
ペ
ン
サ
ー
と
は

逆
の
道
筋
、
即
ち
、
中
心
か
ら
辺
境
へ
の
行
路
を
辿
る
こ
と
に
な
っ

た
。
シ
ド
ニ
ー
は
、
例
え
ば
、
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ド
レ
イ
ク
と
行
動
を

共
に
し
て
、
新
大
陸
開
拓
へ
の
彼
の
野
心
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
絶

え
ず
中
央
か
ら
外
の
周
縁
へ
と
遠
心
的
拡
散
的
に
向
か
っ
た
。
そ
の

計
画
は
、結
果
的
に
は
破
綻
を
き
た
し
、出
発
直
前
に
女
王
か
ら
待
っ
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た
が
か
か
っ
て
急
遽
、
叔
父
レ
ス
タ
ー
伯
配
下
の
武
将
と
し
て
オ
ラ

ン
ダ
戦
線
に
赴
く
こ
と
に
な
り
、
ズ
ッ
ト
フ
ェ
ン
近
郊
で
の
ス
ペ
イ

ン
軍
と
の
戦
闘
で
、
流
れ
弾
の
破
片
を
太
腿
に
受
け
、
そ
の
傷
が
化

膿
し
て
ア
ル
ン
ハ
ム
と
い
う
異
国
の
町
、
ロ
ン
ド
ン
か
ら
見
れ
ば
周

縁
の
地
で
（
友
人
グ
レ
ヴ
ィ
ル
の
記
録
に
拠
れ
ば
、
歌
を
歌
い
な
が

ら
）、
永
眠
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

シ
ド
ニ
ー
の
代
表
作『
ニ
ュ
ー
・
ア
ー
ケ
イ
デ
ィ
ア
』は
、ギ
リ
シ
ャ

の
ペ
ロ
ポ
ネ
ソ
ス
半
島
内
陸
部
の
山
が
ち
の
国
、
古
代
ロ
ー
マ
の
詩

人
ウ
ェ
ル
ギ
リ
ウ
ス
に
よ
っ
て
理
想
郷
と
歌
わ
れ
た
〈
ア
ル
カ
デ
ィ

ア
〉
が
主
要
な
舞
台
で
あ
り
、
そ
の
国
の
さ
ら
に
ま
た
奥
深
い
内
部

の
森
の
中
に
大
公
バ
シ
リ
オ
ス
一
家
は
隠
棲
し
て
い
る
し
、
大
公
の

厳
命
に
よ
り
、
選
ば
れ
た
羊
飼
た
ち
し
か
出
入
り
出
来
な
い
と
定
め

ら
れ
て
い
る
の
で
、
他
国
の
よ
そ
者
が
絶
対
に
侵
入
不
可
能
な
閉
じ

ら
れ
た
空
間
と
い
う
印
象
を
与
え
る
が
、
愛
息
ア
ム
フ
ィ
ア
ロ
ス
を

王
位
に
就
け
よ
う
と
画
策
す
る
姦
婦
セ
ク
ロ
ピ
ア
の
策
謀
で
、
彼
女

の
忠
実
な
家
来
ク
リ
ニ
オ
ス
に
唆
さ
れ
た
暴
徒
の
群
れ
が
簡
単
に
侵

入
す
る
し
、
ま
た
、
現
に
、
異
国
の
二
人
の
王
子
た
ち
が
こ
の
国
の

二
人
の
王
女
に
求
愛
す
る
た
め
に
羊
飼
と
ア
マ
ゾ
ン
女
戦
士
に
変
装

し
て
、
大
公
一
家
の
傍
近
く
に
住
ん
で
奉
仕
し
て
い
る
。
シ
ド
ニ
ー

は
、
不
安
定
な
内
部
が
異
質
な
外
部
の
侵
入
の
危
機
に
晒
さ
れ
る
ア

ル
カ
デ
ィ
ア
を
、
厳
重
に
囲
わ
れ
守
ら
れ
た
理
想
的
庭
園
の
イ
メ
ー

ジ
か
ら
は
程
遠
い
国
と
し
て
描
い
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、イ
ギ
リ
ス
・
ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
二
大
詩
人
シ
ド
ニ
ー

と
ス
ペ
ン
サ
ー
の
代
表
作
『
ニ
ュ
ー
・
ア
ー
ケ
イ
デ
ィ
ア
』
と
『
妖

精
の
女
王
』
と
の
距
離
は
、い
わ
ば
、「
求
心
」
と
「
拡
散
」、「
中
央
へ
」

と
「
周
縁
へ
」
と
い
う
、
相
反
す
る
二
つ
の
ベ
ク
ト
ル
に
求
め
ら
れ

る
と
言
っ
て
過
言
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

シ
ド
ニ
ー
の
姪
レ
デ
ィ
・
メ
ア
リ
・
ロ
ウ
ス
は
、
叔
父
シ
ド
ニ
ー

の
文
学
的
名
声
を
誇
り
と
し
、
シ
ド
ニ
ー
が
残
し
た
主
要
な
三
つ
の

文
学
ジ
ャ
ン
ル
、
詩
集
、
ロ
マ
ン
ス
作
品
、
牧
歌
劇
を
女
性
の
視
点

か
ら
書
き
直
し
た
作
品
を
書
い
て
い
る
。
ロ
ウ
ス
は
、『
パ
ン
フ
ィ

リ
ア
か
ら
ア
ン
フ
ィ
ラ
ン
サ
ス
へ
』、『
モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
伯
令
夫
人
の

ユ
レ
イ
ニ
ア
』、『
愛
神
の
勝
利
』
と
い
う
三
作
品
を
、
家
父
長
制
が

跋
扈
す
る
社
会
に
お
け
る
女
性
と
い
う
周
縁
的
な
立
場
か
ら
、
し
か

し
、
男
性
詩
人
た
ち
の
立
場
を
引
っ
繰
り
返
し
、
独
自
の
女
性
的
な

視
点
か
ら
の
観
察
に
基
づ
い
て
、
裏
返
し
的
に
書
き
綴
っ
た
。

　

一
二
世
紀
南
仏
で
生
ま
れ
た
新
し
い〈
精
美
の
愛
〉を
声
高
に
歌
っ

た
の
は
、
ト
ゥ
ル
バ
ド
ゥ
ー
ル
と
呼
ば
れ
る
叙
情
詩
人
た
ち
で
あ
っ

た
。
愛
の
喜
び
、
愛
に
よ
る
人
格
の
向
上
、〈
愛
の
宗
教
〉
を
唱
え
、

女
性
崇
拝
の
歌
を
書
い
た
。
女
性
を
至
福
の
源
と
し
、
憧
憬
と
崇
拝

の
念
を
抱
い
て
、
意
中
の
既
婚
の
貴
婦
人
に
奉
仕
す
る
喜
び
を
歌
う

彼
ら
の
〈
至
純
の
愛
〉
は
、
パ
リ
を
中
心
と
す
る
北
フ
ラ
ン
ス
の
叙

情
詩
人
た
ち
に
受
け
継
が
れ
て
い
っ
そ
う
倫
理
的
に
規
範
化
さ
れ
た

だ
け
で
な
く
、
南
下
し
て
イ
タ
リ
ア
へ
向
か
い
、
グ
イ
ド
・
カ
バ
ル

カ
ン
テ
ィ
ー
を
始
め
と
す
る
「
清
新
体D

olce Stil N
uovo

」
の
詩
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人
た
ち
を
経
由
し
て
、
一
三
世
紀
後
半
の
ダ
ン
テ
、
一
四
世
紀
の
ペ

ト
ラ
ル
カ
や
ボ
ッ
カ
チ
オ
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

　

司
祭
ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
カ
ペ
ル
ラ
ヌ
ス
『
宮
廷
風
恋
愛
の
技
術１

』 

で
規
定
さ
れ
た
「
恋
愛
の
三
一
ヶ
条
」
に
よ
っ
て
、
君
主
に
臣
下
が

奉
仕
す
る
よ
う
に
、
淑
女
に
恋
す
る
男
（
騎
士
）
が
奉
仕
す
る
と
い

う
〈
騎
士
道
的
恋
愛
の
構
図
〉
が
こ
こ
に
成
立
す
る
こ
と
に
な
っ

た
が
、
こ
の
構
図
を
基
盤
に
し
て
、
愛
す
る
女
性
に
ひ
た
す
ら
愛

を
捧
げ
、
そ
れ
を
様
々
な
詩
的
技
法
を
凝
ら
し
て
歌
っ
た
詩
人
の

代
表
が
、
イ
タ
リ
ア
の
ダ
ン
テ
と
ペ
ト
ラ
ル
カ
で
あ
る
。
ダ
ン
テ

（
一
二
六
五
～
一
三
二
一
）
に
と
っ
て
永
遠
の
女
性
で
あ
る
ベ
ア

ト
リ
ー
チ
ェ
は
、
若
き
ダ
ン
テ
の
内
面
派
の
抒
情
詩
集
『
新
生
』

（
一
二
九
二
年２

）
に
生
き
生
き
と
、
美
し
く
も
ま
た
優
し
く
歌
わ
れ

て
い
る
。『
新
生
』
に
書
き
加
え
ら
れ
た
ダ
ン
テ
自
注
の
詞
書
に
依

る
と
、
彼
女
と
ほ
と
ん
ど
年
齢
が
同
じ
ダ
ン
テ
は
、
九
歳
で
彼
女
を

見
染
め
、
一
八
歳
の
時
に
再
会
し
て
恋
心
に
燃
え
た
と
い
う
。
し
か

し
、
ベ
ア
ト
リ
ー
チ
ェ
は
シ
モ
ー
ネ
・
デ
・
パ
ル
デ
ィ
に
嫁
し
て
、

一
二
九
〇
年
に
二
五
歳
の
若
さ
で
身
罷
っ
て
し
ま
う
。
ダ
ン
テ
に

と
っ
て
は
、
現
実
に
は
、
永
遠
に
手
の
届
か
な
い
女
性
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
ダ
ン
テ
は
決
し
て
手
に
入
ら
な
い
女

性
に
対
す
る
思
慕
の
念
を
恋
愛
詩
に
歌
い
、『
神
曲
』
で
は
、
ダ
ン

テ
が
尊
敬
す
る
古
代
ロ
ー
マ
の
詩
人
ウ
ェ
リ
ギ
リ
ウ
ス
に
導
か
れ
て

「
地
獄
」、「
煉
獄
」
を
経
廻
っ
た
の
ち
、
彼
に
代
わ
っ
て
、
永
遠
の

存
在
で
あ
る
ベ
ア
ト
リ
ー
チ
ェ
が
天
国
で
の
ダ
ン
テ
の
道
案
内
を
す

る
こ
と
に
な
る
。

　

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
ペ
ト
ラ
ル
カ
（
一
三
〇
四
～
七
四
）
の
代

表
作
『
カ
ン
ツ
ォ
ニ
エ
ー
レ
』
全
三
六
六
歌
（
内
、
ソ
ネ
ッ
ト
は

三
一
七
篇
）
は
、
ダ
ン
テ
に
と
っ
て
の
ベ
ア
ト
リ
ー
チ
ェ
の
よ
う

に
、
彼
に
と
っ
て
の
永
遠
の
女
性
で
あ
る
ラ
ウ
ラ
に
捧
げ
ら
れ
た

抒
情
詩
集
で
あ
る
。
ペ
ト
ラ
ル
カ
が
ラ
ウ
ラ
と
出
会
っ
た
の
は
、

一
三
二
七
年
四
月
六
日
、ア
ヴ
ィ
ニ
ョ
ン
の
聖
女
キ
ア
ー
ラ（
ク
レ
ー

ル
）
教
会
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
彼
女
は
他
の
男
性
に
嫁
い
だ
よ
う

だ
が
、
そ
れ
か
ら
二
一
年
の
歳
月
を
経
た
、
一
三
四
八
年
五
月
、
イ

タ
リ
ア
の
パ
ル
マ
に
滞
在
し
て
い
た
ペ
ト
ラ
ル
カ
は
、
友
人
か
ら
の

知
ら
せ
で
、
ラ
ウ
ラ
が
当
時
大
流
行
し
て
い
た
ペ
ス
ト
に
罹
っ
て
落

命
し
た
と
の
知
ら
せ
を
受
け
た
。
こ
の
訃
報
を
受
け
た
後
に
彼
が
書

き
と
め
た
メ
モ
か
ら
、
ラ
ウ
ラ
の
死
の
衝
撃
が
彼
に
と
っ
て
い
か
に

大
き
か
っ
た
か
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

重
要
な
こ
と
は
、
ダ
ン
テ
の
ベ
ア
ト
リ
ー
チ
ェ
へ
の
恋
愛
詩
も
、

ペ
ト
ラ
ル
カ
の
ラ
ウ
ラ
へ
の
恋
愛
詩
も
、
あ
の
世
へ
と
旅
立
っ
て
し

ま
い
、
現
世
で
は
二
度
と
再
び
相
ま
み
え
る
こ
と
の
な
い
女
性
に
対

し
て
、
切
々
と
連
綿
と
し
て
恋
心
を
歌
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ

う
し
て
、
中
世
後
期
か
ら
近
代
初
期
に
か
け
て
文
化
の
先
進
国
イ
タ

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

１　

ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
カ
ペ
ル
ラ
ヌ
ス
、
野
島
秀
勝
訳
、『
宮
廷
風
恋
愛
の
技
術
』、

法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
九
〇
年
を
参
照
。

２　

ダ
ン
テ
、
山
川
丙
三
郎
訳
、『
新
生
』、
岩
波
文
庫
、
岩
波
書
店
、(

一
九
四
八

年)

、
二
〇
〇
八
年
。
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リ
ア
に
現
わ
れ
た
二
大
詩
人
の
手
に
な
る
恋
愛
詩
、
と
り
わ
け
、
ペ

ト
ラ
ル
カ
が
書
い
た
詩
集
の
影
響
力
の
大
き
さ
ゆ
え
に
、〈
決
し
て

叶
え
ら
れ
な
い
愛
〉
こ
そ
が
、
そ
の
後
の
西
欧
恋
愛
詩
の
基
本
を
形

成
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
く
。

　

一
六
世
紀
後
半
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
詩
人
た
ち
は
挙
っ
て
ペ
ト
ラ

ル
カ
風
の
恋
愛
ソ
ネ
ッ
ト
詩
集
を
陸
続
と
書
き
始
め
る
こ
と
に
な

る
。
彼
ら
の
詩
に
は
多
種
多
様
な
詩
的
技
巧
の
変
奏
は
見
ら
れ
る

が
、
絶
対
に
叶
え
ら
れ
な
い
愛
を
切
々
と
歌
い
続
け
る
と
い
う
点
で

は
、得
恋
を
予
想
さ
せ
る
終
り
方
を
す
る
ス
ペ
ン
サ
ー
の『
ア
モ
レ
ッ

テ
ィ
』
を
例
外
と
し
て
、
す
べ
て
の
詩
人
た
ち
の
詩
集
が
一
致
し
て

い
る
。
少
な
く
と
も
、全
く
毛
色
の
違
っ
た
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の『
ソ

ネ
ッ
ト
集
』
が
現
わ
れ
る
ま
で
は
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
一
五
九
〇
年

代
の
連
作
ソ
ネ
ッ
ト
詩
集
大
流
行
の
先
鞭
を
付
け
た
シ
ド
ニ
ー
の

『
ア
ス
ト
ロ
フ
ィ
ル
と
ス
テ
ラ
』
は
、
一
目
惚
れ
の
伝
統
を
破
り
、

恋
人
の
目
を
黒
い
瞳
に
描
い
て
い
る
し
、
純
愛
で
は
な
く
、
情
熱
に

身
を
委
ね
よ
う
と
す
る
詩
人
・
語
り
手
の
欲
望
が
前
面
に
顔
を
出
す

が
、
そ
の
他
の
点
で
は
、
人
妻
へ
の
叶
わ
ぬ
恋
と
い
う
、
ペ
ト
ラ
ル

カ
の
伝
統
の
下
で
様
々
な
変
奏
を
加
え
な
が
ら
書
か
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
様
々
な
変
奏
が
加
え
ら
れ
て
い
く
う
ち
に
、
あ
ま
り
に

詩
的
表
現
に
凝
り
過
ぎ
て
、
詩
の
中
に
遊
び
的
な
、
持
っ
て
廻
っ
た

技
巧
的
要
素
が
頻
出
す
る
よ
う
に
な
り
、
擬
似
恋
愛
詩
的
様
相
を
呈

す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
恋
愛
詩
集
を
物
し
た
詩
人
た
ち
の
愛
の

対
象
で
あ
る
女
性
自
身
が
、
ド
レ
イ
ト
ン
の
『
イ
デ
ア
』
の
場
合
の

よ
う
に
、
生
身
の
女
性
か
ら
反
転
し
て
、
女
性
の
美
の
化
身
と
し
て
の

「
イ
デ
ア
」
に
変
貌
す
る
ま
で
に
な
る
が
、こ
の
趣
向
こ
そ
、ま
さ
に
、

「
決
し
て
手
の
届
か
な
い
女
性
像
」
の
典
型
と
も
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

メ
ア
リ
・
ロ
ウ
ス
は
、
ペ
ト
ラ
ル
カ
的
恋
愛
の
主
題
・
歌
い
方
を
転

覆
さ
せ
、
シ
ド
ニ
ー
作
品
と
の
類
似
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
叔
父
と
は

決
定
的
に
異
質
の
音
色
を
奏
で
る
物
語
を
紡
ぎ
出
し
た
。
当
時
の
恋

愛
詩
や
恋
愛
ロ
マ
ン
ス
の
慣
例
に
倣
っ
て
、
純
な
心
、
若
々
し
さ
、

高
邁
な
理
想
、
高
潔
な
道
徳
、
大
き
な
期
待
に
満
ち
た
時
代
を
基
盤

と
し
て
主
題
を
展
開
さ
せ
る
の
で
な
く
、
幻
滅
、
沈
滞
、
憂
鬱
、

敗
北
、
悔
恨
、
悲
嘆
の
渦
巻
く
時
代
を
探
求
し
よ
う
と
す
る
ロ
ウ
ス

は
、「
辛
辣
な
風
刺
の
詩
神
」
に
詩
的
狂
熱
を
授
け
ら
れ
、
ひ
び
割

れ
、
裏
切
ら
れ
、
嫉
妬
に
狂
っ
た
愛
を
描
出
す
る
。
ロ
ウ
ス
の
語
り

の
戦
略
は
、
女
性
の
視
点
か
ら
性
差
、
社
会
、
文
化
の
相
互
関
係
を

再
・
提
示
し
て
、
従
来
の
文
学
的
慣
習
に
メ
ス
を
入
れ
、
こ
れ
を
改

変
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

メ
ア
リ
・
ロ
ウ
ス
の
生
き
様
と
諸
作
品
は
、
性
差
と
性
の
政
治
学

の
歴
史
を
検
分
す
る
の
に
申
し
分
の
な
い
材
料
と
な
る
。
彼
女
の
経

歴
は
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
朝
初
期３

、
社
会
全
般
に
亙
っ
て
男
性
中
心
主
義

が
ま
す
ま
す
普
及
・
強
化
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
圧
倒
的
な
父
権
制
社
会

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

３　

ジ
ェ
イ
ム
ズ
一
世
は
、
一
六
〇
三
年
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
の
統
合
を
鼓
吹
す
る
上
院
議
会
で
の
演
説
の
中
で
、「
朕
は
夫
で
あ
り
、
全
島

は
朕
の
正
式
の
妻
で
あ
る
」
と
述
べ
、
た
び
た
び
自
ら
を
国
民
の
父
に
な
ぞ
ら

え
て
、
家
父
長
権
的
政
治
支
配
の
強
化
・
定
着
を
図
っ
た
と
さ
れ
る
（Leonard 
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の
枠
組
の
中
で
、
精
神
形
成
期
を
過
ご
し
、
何
ら
か
の
意
味
で
主
体

的
な
媒
介
者
の
役
割
を
担
う
こ
と
を
決
意
し
た
女
性
が
直
面
す
る
こ

と
に
な
る
、
限
界
と
可
能
性
の
典
型
的
な
一
例
を
提
供
し
て
い
る
。

男
性
優
位
社
会
・
文
化
の
中
で
、
彼
女
は
あ
る
意
味
で
は
犠
牲
者
で

あ
る
が
、
別
の
意
味
で
は
、
反
逆
的
女
性
と
し
て
、
女
の
セ
ク
シ
ュ

ア
リ
テ
ィ
を
、
女
性
に
対
し
て
抑
圧
的
な
社
会
・
文
化
の
シ
ス
テ
ム

を
問
い
直
す
武
器
と
し
て
活
用
し
、
存
分
に
女
性
性
を
生
き
た
数
少

な
い
女
性
の
一
人
と
言
え
な
く
は
な
い
。
文
化
人
類
学
者
の
山
口
昌

男
流
儀
に
言
い
直
す
と４

、
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
の
負
荷
を
荷
重
さ
れ
た
、

父
権
制
の
秩
序
を
惑
乱
す
る
存
在
に
し
て
、
排
除
の
対
象
と
し
て
の

女
性
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
わ
ば
周
縁
性
を
充
電
し
た
女
性
た
ち

は
、
曖
昧
で
あ
る
が
ゆ
え
に
多
義
性
を
孕
み
、
社
会
の
可
能
性
を
高

め
る
媒
体
に
な
る
こ
と
が
あ
る
と
言
え
る
。
ジ
ェ
イ
ム
ズ
朝
演
劇
に

は
、
有
徴
性
を
帯
び
た
女
性
、
す
な
わ
ち
、
結
婚
相
手
の
選
択
に
関

し
て
人
種
の
境
界
を
越
え
、
父
権
制
度
と
社
会
通
念
に
挑
戦
す
る
デ

ズ
デ
モ
ー
ナ
、
女
王
で
あ
る
か
ら
こ
そ
な
お
さ
ら
ロ
ー
マ
の
男
性
優

位
の
社
会
秩
序
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
意
識
を
脅
か
す
、《
他
者
》
の
典
型

と
し
て
の
エ
ジ
プ
ト
女
王
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
、
階
級
の
境
界
を
越
え
る

性
的
逸
脱
の
行
為
を
通
し
て
舞
台
を
支
配
す
る
、
ジ
ョ
ン
・
ウ
ェ
ブ

ス
タ
ー
の
モ
ル
フ
ィ
侯
爵
夫
人
と
白
魔
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
な
ど
、
何
人

か
の
反
体
制
的
な
女
性
が
登
場
す
る
が
、
メ
ア
リ
・
ロ
ウ
ス
は
明
ら

か
に
彼
女
た
ち
と
共
通
の
精
神
風
土
に
育
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、
シ
ド
ニ
ー
が
寄
っ
て
立
つ
根
拠
と
し
て
案
出

し
た
〈
周
縁
〉
と
い
う
立
場
は
、
女
性
と
し
て
否
応
な
く
社
会
の
周

縁
に
立
た
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
姪
の
メ
ア
リ
・
ロ
ウ
ス
に
よ
っ
て
、

シ
ド
ニ
ー
を
初
め
と
す
る
男
性
詩
人
た
ち
の
書
き
直
し
と
い
う
形
で

実
現
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
の
が
、
私
の
主
張
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

＊　
　

＊　
　

＊

　

メ
ア
リ
・
ロ
ウ
ス
が
イ
ギ
リ
ス
文
学
史
上
最
初
期
の
自
覚
的
女
性

詩
人
と
し
て
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
八
〇
年
代
に

な
っ
て
の
こ
と
な
の
で
、
日
本
で
は
ま
だ
研
究
等
が
あ
ま
り
進
ん
で

い
な
い
こ
と
を
考
慮
し
て
、
以
下
に
紹
介
を
兼
ね
て
、
略
伝
を
記
す

こ
と
に
す
る
。

L
ady M

ary W
roth　

略
　
伝

　

レ
デ
ィ･

メ
ア
リ･

ロ
ウ
ス
は
恐
ら
く
一
五
八
七
年
一
〇
月
一
八

日
に
、
ロ
バ
ー
ト
・
シ
ド
ニ
ー
（
後
の
ラ
イ
ル
子
爵
及
び
レ
ス
タ
ー

Tennenhouse, Pow
er on D

isplay: The Politics of Shakespeare's G
enres, N

ew
 

York: M
ethuen, 1986, p. 149.

）｡ 

そ
こ
で
は
、
絶
対
君
主
と
い
う
名
の
、「
荘

重
な
資
格
を
帯
び
た
人
物
を
と
り
ま
く
、
象
徴
や
強
大
な
特
権
を
め
ぐ
る
焦
点

化
」
と
し
て
の
政
治
と
い
う
現
象
が
展
開
し
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
（
山
口

昌
男
、｢

政
治
の
象
徴
人
類
学
へ
向
け
て｣

、『
文
化
の
詩
学 

二
』、
岩
波
書
店
、

一
九
八
三
年
、
三
頁
。

４　

山
口
昌
男
、｢

ス
ケ
ー
プ
ゴ
ー
ト
の
詩
学
へ｣

、
前
掲
書
、
一
〇
一
～
一
三
五

頁
を
参
照
。
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伯
爵
）
と
バ
ー
バ
ラ
（
旧
姓
ガ
ミ
ッ
ジ
）
の
長
姉
と
し
て
、
呱
々
の

声
を
上
げ
た
（
メ
ア
リ
の
出
生
年
月
日
に
つ
い
て
は
一
五
八
六
年

一
〇
月
一
八
日
と
す
る
説
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
従
え
ば
、
伯
父
フ
ィ

リ
ッ
プ
戦
没
の
翌
日
に
生
ま
れ
た
こ
と
に
な
る
）。
彼
女
の
祖
父
、

サ
ー
・
ヘ
ン
リ
ー
・
シ
ド
ニ
ー
は
、
忠
実
な
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
行

政
官
と
し
て
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
に
仕
え
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
や
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
の
総
督
代
理
を
勤
め
た
。
彼
女
の
伯
父
、
サ
ー
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
・

シ
ド
ニ
ー
に
つ
い
て
は
多
言
を
要
す
ま
い
。
伯
母
メ
ア
リ
は
、
ペ
ン

ブ
ル
ッ
ク
伯
令
夫
人
と
し
て
有
名
な
文
学
的
パ
ト
ロ
ン
で
あ
り
、
自

ら
『
聖
歌
』
や
他
の
著
作
の
翻
訳
者
で
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
最
初

の
全
集
〈
第
一
フ
ォ
リ
オ
版
〉
が
献
呈
さ
れ
た
三
代
目
ペ
ン
ブ
ル
ッ

ク
伯
爵
の
実
母
で
あ
っ
た
。
彼
女
の
父
は
主
と
し
て
宮
廷
人
と
し
て

政
府
の
役
人
と
し
て
精
力
的
に
活
躍
し
た
が
、
詩
も
書
い
た
。
彼
女

の
母
は
文
学
を
篤
く
庇
護
し
た
。
レ
デ
ィ
・
メ
ア
リ
・
ロ
ウ
ス
が
自

ら
出
版
に
踏
み
切
っ
た
作
品
『
モ
ン
ゴ
メ
リ
伯
令
夫
人
の
ユ
レ
イ
ニ

ア
』
の
題
扉
に
は
、
彼
女
の
卓
越
し
た
文
化
的
家
系
的
系
譜
が
華
々

し
く
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。「
正
し
く
高
貴
な
レ
ス
タ
ー
伯
爵
ロ
バ
ー

ト
の
息
女
に
し
て
、
永
久
に
著
名
な
誉
れ
高
い
騎
士
、
サ
ー
・
フ
ィ

リ
ッ
プ
・
シ
ド
ニ
ー
と
、
先
頃
逝
去
さ
れ
た
こ
の
上
な
く
卓
越
し
た

ペ
ン
ブ
ル
ッ
ク
伯
令
夫
人
メ
ア
リ
の
姪
」
で
あ
る
と
。

　

僅
か
に
オ
ラ
ン
ダ
戦
線
を
歴
戦
中
の
父
の
許
を
訪
れ
た
り
、
ペ
ン

ブ
ル
ッ
ク
伯
爵
の
ロ
ン
ド
ン
屋
敷
に
家
族
で
滞
在
し
た
り
す
る
ほ
か

は
、
子
供
時
代
の
ほ
と
ん
ど
を
生
ま
れ
育
っ
た
ペ
ン
ズ
ハ
ー
ス
ト
邸

で
過
ご
し
た
メ
ア
リ
が
、（
後
に
ベ
ン
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
が
述
べ
た
言

葉
を
借
用
す
れ
ば
）「
嫉
妬
深
い
夫
」
サ
ー
・
ロ
バ
ー
ト
・
ロ
ウ
ス

と
「
不
釣
り
合
い
な
結
婚
」
を
し
た
の
は
、
一
六
〇
四
年
九
月
二
七

日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
夫
は
メ
ア
リ
の
十
歳
年
上
、
裕
福
な
地
主
の

長
男
で
、（
ジ
ョ
ン
ソ
ン
作
「
ロ
バ
ー
ト
・
ロ
ウ
ス
卿
に
寄
せ
て
」

で
歌
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
）
国
王
ジ
ェ
ー
ム
ズ
一
世
に
絶
好
の
狩
猟

場
を
提
供
す
る
所
領
地
を
相
続
し
た
。

　

結
婚
期
間
中
、
メ
ア
リ
は
多
く
の
時
間
を
ロ
ン
ド
ン
の
ペ
ン
ブ

ル
ッ
ク
屋
敷
や
宮
廷
で
過
ご
し
、
宮
廷
で
は
王
妃
ア
ン
御
付
き
の
女

官
の
一
人
に
な
っ
た
が
、
夫
ロ
バ
ー
ト
は
華
や
か
な
宮
廷
生
活
よ
り

は
田
舎
滞
在
と
狩
猟
を
好
ん
だ
と
い
う
。
メ
ア
リ
は
ジ
ョ
ン
ソ
ン
作

の
宮
廷
仮
面
劇
二
本
に
出
演
し
て
い
る
。
一
本
は
、
一
六
〇
五
年

（
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
『
オ
セ
ロ
』
が
宮
廷
で
上
演
さ
れ
て
直
後
）

の
『
黒
の
仮
面
劇
』
で
、「
黒
人
の
娘
」
役
と
し
て
「
顔
を
黒
く
塗
っ

て
」
出
演
し
た
。
も
う
一
本
は
、
三
年
後
の
『
美
の
仮
面
劇
』
で
あ

る
。
シ
ド
ニ
ー
家
や
ペ
ン
ブ
ル
ッ
ク
家
に
絶
え
ず
出
入
り
し
て
い
た

ジ
ョ
ン
ソ
ン
と
メ
ア
リ
と
は
、
か
な
り
親
し
い
関
係
に
あ
っ
た
よ
う

で
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
一
六
一
〇
年
の
劇
作
『
錬
金
術
師
』
を
メ
ア
リ

に
献
じ
、
メ
ア
リ
や
メ
ア
リ
の
詩
作
に
つ
い
て
御
世
辞
の
歌
を
作
っ

て
い
る
。
夫
と
の
間
に
初
め
て
生
ま
れ
た
子
供
は
ジ
ェ
ー
ム
ズ
、

一
六
一
四
年
の
こ
と
。
し
か
し
、
そ
の
僅
か
一
ヶ
月
後
、
夫
が
亡
く

な
り
、
メ
ア
リ
に
残
さ
れ
た
の
は
、
年
一
、二
〇
〇
ポ
ン
ド
の
寡
婦

金
、
生
後
ひ
と
月
の
幼
児
、
そ
し
て
二
三
、〇
〇
〇
ポ
ン
ド
の
借
財
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で
あ
っ
た
。
彼
女
は
自
分
で
そ
の
事
態
に
対
処
し
よ
う
と
し
た
が
、

息
子
が
一
六
一
六
年
六
月
に
亡
く
な
り
、
そ
の
所
領
地
は
夫
の
弟
の

手
に
渡
り
、
彼
女
の
元
に
あ
る
の
は
、
積
も
る
借
金
の
山
ば
か
り
。

メ
ア
リ
は
一
六
二
四
年
ま
で
に
借
金
の
半
分
を
返
済
し
た
と
主
張
し

た
が
、
一
生
涯
経
済
的
困
難
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

寡
婦
生
活
の
初
め
の
頃
は
、
経
済
的
困
窮
ば
か
り
に
拘
わ
っ
て
い

た
の
で
は
な
い
。
恐
ら
く
夫
が
亡
く
な
る
前
に
始
ま
っ
た
と
覚
し
い

従
兄
ウ
ィ
リ
ア
ム
と
の
不
倫
は
、
夫
の
没
後
で
は
あ
る
が
、
二
人
の

私
生
児
ウ
ィ
リ
ア
ム
と
キ
ャ
サ
リ
ン
を
産
み
落
と
す
ま
で
に
発
展
し

た
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
は
彼
女
よ
り
少
し
前
に
結
婚
し
、
精
力
的
宮
廷
人

と
し
て
宮
廷
馬
上
槍
試
合
や
政
治
問
題
に
積
極
的
に
拘
わ
り
、
宮
廷

夫
人
た
ち
の
寵
児
で
あ
り
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
の
パ
ト
ロ
ン
で
か
つ
ま
た

自
ら
い
っ
ぱ
し
の
詩
人
を
気
取
っ
た
若
い
伯
爵
で
あ
っ
た
。
二
人
の

不
倫
関
係
が
ど
れ
だ
け
続
い
た
の
か
は
、
不
明
で
あ
る
。

　

二
人
の
関
係
は
言
わ
ば
公
然
の
秘
密
で
、シ
ド
ニ
ー
、ペ
ン
ブ
ル
ッ

ク
両
家
で
明
白
に
認
め
ら
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
そ
の
よ
う
な
不
義
密

通
は
稀
で
は
な
く
、
あ
か
ら
さ
ま
に
で
は
な
い
に
し
て
も
、
ジ
ェ
ー

ム
ズ
一
世
時
代
の
宮
廷
で
は
し
ば
し
ば
寛
恕
さ
れ
た
。
そ
れ
に
し
て

も
、
メ
ア
リ
が
宮
廷
内
で
不
興
を
蒙
っ
た
の
は
、
こ
の
事
が
原
因
な

の
か
、
あ
る
い
は
一
六
二
一
年
に
『
ユ
レ
イ
ニ
ア
』
を
出
版
し
た
こ

と
が
原
因
な
の
か
。『
ユ
レ
イ
ニ
ア
』は
彼
女
の
友
人
で
、ペ
ン
ブ
ル
ッ

ク
伯
の
義
妹
、
モ
ン
ト
ゴ
メ
リ
伯
令
夫
人
ス
ー
ザ
ン
に
献
呈
さ
れ
た

が
、
メ
ア
リ
に
出
版
の
意
図
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
定
か
で
は
な
い

（
た
と
え
出
版
し
て
も
金
な
ど
入
っ
て
来
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
）。

題
扉
は
華
麗
だ
が
、
献
辞
の
詩
も
序
文
め
い
た
言
葉
も
な
い
の
は
、

常
な
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
。
バ
ッ
キ
ン
ガ
ム
公
爵
へ
宛
て
た
彼
女
の
釈

明
で
は
、
彼
女
の
書
き
物
は
「
端
か
ら
わ
た
く
し
の
意
志
に
反
し
て

売
ら
れ
ま
し
た
。
わ
た
く
し
に
は
そ
れ
ら
を
出
版
す
る
意
図
な
ど
全

く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」。
も
っ
と
も
、
メ
ア
リ
は
実
は
既
に
バ
ッ

キ
ン
ガ
ム
公
に
一
部
進
呈
し
て
は
い
た
が
。

　

メ
ア
リ
は
原
稿
料
を
当
て
込
ん
で
い
た
が
、
出
版
し
て
六
カ
月

後
、
デ
ニ
ー
卿
そ
の
他
か
ら
、
彼
ら
の
私
生
活
を
あ
か
ら
さ
ま
に
描

写
し
て
い
る
と
し
て
、
強
烈
な
横
槍
が
入
り
、
作
品
を
回
収
せ
ざ
る

を
得
な
く
な
る
。
当
該
作
品
に
は
、
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
の
例
に

漏
れ
ず
、
波
瀾
万
丈
の
出
来
事
が
氾
濫
し
て
い
る
。
冒
頭
二
〇
ペ
ー

ジ
程
ま
で
読
む
と
、
女
羊
飼
ユ
レ
イ
ニ
ア
が
ナ
ポ
リ
王
国
の
後
継

者
、
ア
ン
フ
ィ
ラ
ン
サ
ス
の
、
杳
と
し
て
行
方
の
知
れ
な
か
っ
た
妹

で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
残
り
の
五
〇
〇
頁
余
り
に
は
、
戦
闘
場
面

（
し
ば
し
ば
付
き
添
っ
て
い
る
女
性
の
眼
か
ら
観
察
し
た
も
の
）、

魔
術
、
不
義
・
背
信
（
伯
父
シ
ド
ニ
ー
の
『
ア
ー
ケ
イ
デ
ィ
ア
』
よ

り
も
結
婚
に
関
心
を
向
け
て
い
る
）、
変
装
、
裏
切
、
隠
れ
家
、
パ

ン
フ
ィ
リ
ア
の
過
度
な
忠
義
・
忠
節
な
ど
が
一
杯
詰
ま
っ
て
い
る
。

物
語
の
展
開
は
幻
滅
感
に
染
ま
り
、
対
話
は
妙
に
迫
真
的
で
あ
る
。

未
完
の
第
二
部
で
は
、
登
場
人
物
た
ち
が
頽
廃
・
凋
落
し
て
い
る
。

牧
歌
劇
『
愛
神
の
勝
利
』Loves Victorie

の
様
々
な
韻
律
的
趣
向
を

凝
ら
し
た
詩
は
、 

明
ら
か
に
作
者
自
身
の
恋
愛
事
件
を
ネ
タ
に
し
た
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内
容
で
、
宮
仕
え
の
恋
人
は
恋
の
苦
悶
に
胸
か
き
む
し
る
が
、
真
実

の
愛
を
貫
い
て
、
結
局
は
嫉
妬
を
克
服
し
よ
う
と
す
る
。

　

メ
ア
リ
は
因
習
的
に
女
性
に
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
非
宗
教

的
な
著
作
を
物
す
る
こ
と
で
、
ま
た
そ
れ
を
出
版
す
る
こ
と
で
、
裏

切
っ
て
し
ま
っ
た
。
さ
ら
に
悪
い
こ
と
に
は
、『
ユ
レ
イ
ニ
ア
』
に

は
宮
廷
で
実
際
に
あ
っ
た
出
来
事
や
実
在
の
人
物
を
明
ら
か
に
元
に

し
て
書
か
れ
た
挿
話
や
登
場
人
物
を
含
ん
で
い
た
。
そ
の
事
が
猛
烈

な
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
引
き
起
こ
し
、
メ
ア
リ
は
そ
の
著
作
物
を
回
収

す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
次
第
に
宮
廷
か
ら
の
退
去
へ
と
追
い

込
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
メ
ア
リ
の
名
は
大
方
の
記
録

か
ら
消
え
て
し
ま
う
が
、
恐
ら
く
、
自
ら
の
楽
し
み
の
た
め
に
著
作

活
動
は
続
け
た
ら
し
く
、
そ
れ
が
『
ユ
レ
イ
ニ
ア
』
第
二
部
や
牧
歌

劇
『
愛
神
の
勝
利
』
に
結
実
し
た
。
亡
く
な
っ
た
の
は
、
一
六
五
三

年
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
れ
ら
人
生
の
断
片
的
記
録
か
ら
浮
か
び
上
が
る
メ
ア
リ
像

は
、
自
ら
に
与
え
ら
れ
た
人
生
を
力
強
く
生
き
抜
い
た
一
人
の
確
固

た
る
女
性
の
そ
れ
で
あ
る
。
幼
年
時
代
を
閑
静
な
ペ
ン
ズ
ハ
ー
ス
ト

邸
と
父
の
赴
任
地
で
あ
っ
た
風
雲
逆
巻
く
オ
ラ
ン
ダ
の
両
方
で
過
ご

し
、
シ
ド
ニ
ー
家
の
遺
産
伝
統
へ
の
し
た
た
か
な
矜
持
を
骨
の
髄
ま

で
注
ぎ
込
ま
れ
た
メ
ア
リ
は
、
詩
人
と
し
て
文
芸
の
庇
護
者
と
し
て

尽
く
す
こ
と
で
代
々
の
伝
統
を
支
え
よ
う
と
し
た
。
そ
れ
ら
の
大
志

を
果
た
す
た
め
に
、
様
々
な
苦
難
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
り
、
失
意

の
結
婚
は
多
大
な
借
財
と
そ
れ
を
返
済
す
る
た
め
の
生
涯
に
及
ぶ
苦

闘
の
結
果
と
な
る
が
、
彼
女
は
自
ら
の
決
断
力
を
信
頼
し
て
い
た
。

彼
女
の
自
立
心
が
窺
わ
れ
る
の
は
、
従
兄
ハ
ー
バ
ー
ト
と
の
堂
々
た

る
不
倫
と
、
私
生
児
を
産
む
こ
と
に
よ
っ
て
従
来
の
慣
習
を
侮
る
勇

気
で
あ
る
。
た
と
え
ア
ン
王
妃
の
宮
廷
で
の
恵
ま
れ
た
境
遇
を
失
う

こ
と
に
な
ろ
う
と
、
彼
女
は
自
ら
の
散
文
ロ
マ
ン
ス
の
持
つ
風
刺
的

洞
察
力
を
武
器
に
し
て
宮
廷
に
潜
む
堕
落
腐
敗
と
偽
善
と
を
暴
露
し

た
。
醜
聞
事
件
の
た
め
宮
廷
生
活
か
ら
遠
の
い
た
ロ
ウ
ス
は
、
国
王

の
寵
愛
・
出
世
栄
達
を
得
る
た
め
に
、
陰
謀
渦
巻
く
王
宮
の
活
劇

を
、
自
ら
の
経
験
を
基
に
し
て
巨
大
な
パ
ノ
ラ
マ
に
仕
立
て
、
出
版

さ
れ
た
第
一
部
約
三
五
万
語
、
第
二
部
約
二
四
万
語
の
大
長
編
作
品

に
結
実
さ
せ
た
。
家
父
長
制
に
守
ら
れ
た
男
性
優
位
社
会
で
、
こ
の

よ
う
に
自
由
奔
放
に
生
き
た
女
性
が
か
つ
て
い
た
こ
と
に
思
い
を
致

し
つ
つ
、
彼
女
の
作
品
を
読
む
こ
と
は
、
一
興
で
あ
ろ
う
。

（
メ
ア
リ
・
ロ
ウ
ス
の
伝
記
的
事
実
に
つ
い
て
の
情
報
は
、V

irginia 

B
lain, Patricia C

lem
ents &

 Isobel G
rundy eds., The Fem

inist 

C
om

panion to Literature in English. London: B
. T. B

atsford Ltd., 

1990, p.1191, <M
ary W

roth> 

の
項
目
と
、
非
常
に
優
れ
た
概
説
、

“Introduction” in Josephine A
. R

oberts ed., The Poem
s of Lady M

ary 

W
roth. B

aton R
ouge: Louisiana U

niv. Press, 1983, pp. 3-40; R
osalind 

M
iles, Ben Jonson: H

is Life and W
ork. R

outledge &
 K

egan Paul, 

1986, pp. 92-3
に
主
と
し
て
負
っ
て
い
る
。）
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レディ・メアリ・ロウス
（Lady Mary Wroth 1587?－1653?）

サー・フィリップ・シドニー
（Sir Philip Sidney 1554－1586）

二人の生家　Penshurst Place
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